
大
阪
市
大橋

梁
研
新
聞

令
和
3
年
1
月
23
日
発
行

第5号

学
会
発
表

★
令
和
2
年
度

構
造
工
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

博
士
3
年
生
（
当
時
）
の
松
本
，
杉
本
，
修

士
1
年
生
の
浅
野
，
神
野
の
計
4
名
が
構
造
工

学
論
文
集
に
登
載
さ
れ
ま
し
た
．

★
令
和
2
年
度

土
木
学
会
関
西
支
部

年

次
学
術
講
演
会

修
士
1
年
生
5
名
が
投
稿
し
ま
し
た
が
，
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
行
い

ま
せ
ん
で
し
た
．

★
令
和
2
年
度

全
国
大
会
第
75
回
年
次

学
術
講
演
会

博
士
4
名
，
修
士
10
名
，
研
究
生
1
名
の
計

15
名
が
論
文
を
投
稿
し
ま
し
た
．
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
は
行
わ
ず
，P

P
T

に
よ
る
評
価
と
な

り
ま
し
た
が
，
博
士
3
年
生
の
郎
，
博
士
1
年

生
（
当
時
）
の
申
，
修
士
2
年
生
の
足
立
，
神

野
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
．

★IA
B

S
E

 C
o
n

g
ress

(

オ
ン
ラ
イ
ン
）

博
士
3
年
生
の
郎
，
修
士
2
年
生
の
神
野
，

修
士
1
年
生
の
大
浦
が
投
稿
し
，
吹
込
み
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
．

★
第

53

回
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会

近
畿
支
部

研
究
発
表
会

修
士
1
年
生
の
松
井
が
発
表
し
，
奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
．

郎

こ
の
よ
う
な

貴
重
な
見
学
の

機
会
を
設
け
て

下
さ
い
ま
し
た

西
日
本
高
速
道

路
株
式
会
社
様

お
よ
び
株
式
会

社IH
I

イ
ン
フ
ラ

シ
ス
テ
ム
様
に

深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
．

ぶ
ら
土
木

研
究
室

情
報
は

こ
ち
ら

か
ら

令
和
2
年
3
月
に
は
社
会
人
ド
ク
タ
ー
の
松
本
さ
ん
が
修

了
さ
れ
ま
し
た
．
ま
た
，
4
月
に
は
助
教
と
し
て
林
先
生
が

就
任
さ
れ
，
学
部
4
回
生
か
ら
5
人
が
，
12
月
に
は
研
究
生

1
人
が
加
わ
り
，
よ
り
活
気
あ
ふ
れ
る
研
究
室
と
な
り
ま
し

た
．
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
は
左
の
表
の
通
り
で
す
．
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
徹
底
し
つ
つ
，
全
員
で
協
力
し
，
素

晴
ら
し
い
研
究
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
，
日
々
努
力
し

て
お
り
ま
す
．

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
施
行
技
術
総
合
研
究
所

に
て
，
モ
ル
タ
ル
薄
層
を

有
す
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
合

成
桁
の
3
点
曲
げ
載
荷
試

験
を
行
い
ま
し
た
．
本
試

験
は
，
モ
ル
タ
ル
薄
層
厚

の
影
響
お
よ
び
頭
付
き
ス

タ
ッ
ド
の
本
数
・
配
置
が

合
成
作
用
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま

す
．
（
浅
野
，
修
2
）

②
鋼
桁
端
部
の
補
修

補
強
法
と
し
て
の
当

て
板
補
修
の
効
果
を

ボ
ル
ト
列
数
に
着
目

し
て
実
験
を
行
い
ま

し
た
．

橋
梁
業
界
の
出
来
事
二
○
二
〇

2
月
首
都
高
速
道
路

鋼
桁
の
近
接
目
視
点
検
教
育

シ
ス
テ
ム
を
開
発

2
月
堂
島
大
橋

改
修
工
事
を
終
え
通
行
止
め
解
除

4
月
イ
タ
リ
ア
で
長
さ
30
0
メ
ー
ト
ル
の
橋
崩
落

6
月N

E
X

C
O

西
中
国
道
御
堂
筋
橋
を
桁
ご
と
取
替
え

6
月
橋
建
協

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
新
た
な

業
務
ス
キ
ー
ム
を
検
討

11
月
山
口
上
関
大
橋

橋
の
接
続
部
分
に
段
差
で
事
故

④
水
平
補
剛
材
を
省
略
し
た
と
し
て
も
終
局

耐
荷
力
が
低
下
し
な
い
こ
と
を
実
験
的
に
実

証
す
る
た
め
，
水
平
補
剛
材
を
省
略
し
た
曲

線
箱
桁
正
曲
げ
終
局
耐
荷
力
実
験
を
行
い
ま

し
た
．
（
足
立
，
修
2
）

（
郎
，
博
3)

③
阪
堺
大
橋
の
鋼
床

版
に
発
生
し
た
疲
労

き
裂
に
対
す
る
補

修
・
補
強
効
果
を
確

認
す
る
た
め
に
，
20t

の
荷
重
車
を
用
い
て

（
申
，

博
2
）

教授 山口

助教 林

秘書 北見

D 有村　郎　杉本　白井　申

M2 浅野　足立　神野　佐倉　陳

M1 大浦　岡本　中本　藤原　松井

B4 石田　橋本　平岡　福辻　堀井

研究生 李　頼　銭

特任教授 古田

客員教授 長崎　三ツ木

申足立神野

全国大会受賞者

建設コンサルタンツ

松井

現
場
載

荷
試
験

を
実
施

し
ま
し

た
．

InstagramFacebook

令
和
2
年
5
月
14
日
，
熊

本
大
学

森
山
仁
志

助
教
を

第
一
著
者
と
す
る
「
板
幅
お

よ
び
板
厚
が
高
力
ボ
ル
ト
摩

擦
接
合
継
手
の
支
圧
限
界
状

態
に
与
え
る
影
響
」
の
論
文

が
土
木
学
会
田
中
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
．
本
論
文
の
成
果

は
，
高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合

継
手
の
限
界
状
態
設
計
法
の

設
定
に
有
益
な
知
見
を
提
示

し
て
お
り
，
鋼
橋
の
高
力
ボ

ル
ト
継
手
の
合
理
化
，
信
頼

性
向
上
に
大
き
く
貢
献
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
．

土
木
学
会
田
中
賞
の
受
賞

大
学
公
認
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動
し
て

い
る
土
木
構
造
物
見
学
サ
ー
ク
ル
「
ぶ
ら

土
木
」
も
今
年
で
3
年
目
と
な
り
ま
し
た
．

今
年
度
は
，
”
湯
浅
御
坊
道
路
”
に
て
送

り
出
し
架
設
をV

R

と
併
せ
て
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
．

2
0
2

0



Team-Aのメンバーと橋梁模型

Team-Bのメンバーと橋梁模型

投
稿
論
文
一
覧

<

構
造
工
学
文
集>

古
財

1

（
卒
業
生
）
：
間
接
連
結
を
適
用
し

た
フ
ィ
ラ
ー
を
有
す
る
高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接

合
継
手
の
す
べ
り
お
よ
び
す
べ
り
後
挙
動
に

関
す
る
実
験
的
研
究
，
戸
田

1

（
修
了

生
）
：
施
工
ス
テ
ッ
プ
を
考
慮
し
た
鋼I

桁

下
フ
ラ
ン
ジ
取
替
え
の
た
め
の
ウ
ェ
ブ
に
取

り
付
け
る
バ
イ
パ
ス
部
材
に
関
す
る
解
析
的

検
討
，
岑
山

1

（
修
了
生
）
，
杉
本

2

（
博

3
）
フ
ィ
ラ
ー
プ
レ
ー
ト
付
き
エ
ン
ド
プ

レ
ー
ト
接
合
の
曲
げ
強
度
に
関
す
る
解
析
的

検
討
，
廣
澤

1

（
修
了
生
）
：
高
力
ボ
ル
ト

引
張
接
合
継
手
を
適
用
し
た
鋳
鉄
床
版
モ

ジ
ュ
ー
ル
接
合
部
の
載
荷
実
験
，
森
山

1

（
熊
本
大
学
）
，
高
井

2

（
九
州
工
業
大

学
）
，
郎

4

（
博
3
）
：
高
力
ボ
ル
ト
摩
擦

接
合
継
手
の
断
面
鋼
製
お
よ
び
ボ
ル
ト
配
置

間
隔
が
ボ
ル
ト
変
形
量
で
規
定
し
た
す
べ
り

後
の
支
圧
耐
力
に
及
ぼ
す
影
響
，
松
本

1

（
修
了
生
）
，
浅
野

2

（
修
2
）
，
小
林

3

（
修
了
生
）
：
モ
ル
タ
ル
薄
層
を
有
す
る
頭

付
き
ス
タ
ッ
ド
で
結
合
さ
れ
た
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
床
版
の
押
抜
き
試
験
，
神
野

1

（
修

2
）
：
引
張
荷
重
作
用
下
で
施
工
さ
れ
た
高

力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
当
て
板
の
力
学
的
挙
動

<

鋼
構
造
学
文
集>

佐
倉
（
修
2
）
：
主
桁
断
面
お
よ
び
連
続
版

の
形
状
が
鋼I

桁
連
結
部
の
モ
ー
メ
ン
ト
分

担
率
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
解
析
的
検
討
，

足
立
（
修
2
）
：
曲
率
を
有
す
る
腹
板
の
曲

げ
座
屈
耐
荷
力
に
関
す
る
解
析
的
研
究

<
IA

B
S

E
>

神
野
（
修
2
）
：E

ffect
o
f

a
jo

in
in

g
ran

g
e

fo
r

p
atch

p
late

u
sin

g
frictio

n
al

h
ig

h
-

stren
g
th

b
o
lts

大
浦
（
修
1

）
：A

n
aly

tical
S

tu
d
y

o
n

R
ep

air
M

eth
o
d

fo
r

S
teel

I-G
ird

er
B

rid
g
es

w
ith

C
o
rro

sio
n

D
am

ag
es

co
n

sid
erin

g
Its

S
tru

ctu
ral

S
y
stem

B
eh

av
io

r

<

そ
の
他

主
な
活
動>

令
和
2
年
度
土
木
学
会
関
西
支
部
年
次
学
術

講
演
会
・
令
和
元
年
全
国
大
会

第
75
回
年

次
学
術
講
演
会
：
優
秀
発
表
賞
，
郎
（
博

2
）
申
（
博
2
）
，
足
立
（
修
2
）
，
神

野
（
修
2
）
・
第
53
回
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
近
畿
支
部

研
究
発
表
会
：
奨
励
賞
，
松

井
（
修
1
）

中津渓谷

吉野川大橋

ラフティン
グ

釣り

明石海峡大橋

幸鷺大橋 五輪橋

ゼ
ミ
旅
行

10
月
16
日~

18
日
に
四
国
へ
2
泊
3
日
の
ゼ

ミ
旅
行
に
行
き
ま
し
た
．
1
日
目
は
明
石
海
峡

大
橋
の
ト
ラ
ス
桁
お
よ
び
主
塔
内
部
を
見
学
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
．
主
塔
の
頂
上
か
ら
の
景
色

は
大
変
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
．
ま
た
，
吉
野
川

大
橋
で
は
セ
グ
メ
ン
ト
の
製
作
ヤ
ー
ド
お
よ
び

架
設
現
場
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
．
普
段

の
研
究
活
動
で
は
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
．

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
お
よ
び

鹿
島
建
設
の
皆
様
，
現
場
見
学
会
を
ご
準
備
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

2
日
目
は
釣
り
組
と
観
光
組
に
分
か
れ
て
高

知
県
の
自
然
を
満
喫
し
た
後
，
か
ず
ら
橋
を
散

策
し
，
徳
島
の
秘
湯
で
あ
る
祖
谷
温
泉
に
行
き

ま
し
た
．

最
終
日
に
は
吉
野
川
で
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
し

た
後
，
倉
敷
美
観
地
区
に
行
き
ま
し
た
．

橋
梁
模
型
コ
ン
テ
ス
ト

12
月
12
日
に
開
催
予
定
だ
っ
た
橋

梁
模
型
コ
ン
テ
ス
ト
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
と
な
り
ま

し
た
の
で
，
神
戸
市
役
所
地
下
通
路

に
て
展
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
．

本
研
究
室
４
回
生
が
2
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
模
型
を
製
作
し
ま
し
た
．

幸
鷺
大
橋
は
幸
せ
を
運
ぶ
と
い
わ
れ

る
白
鷺
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
特
徴
的

な
見
た
目
の
ケ
ー
ブ
ル
イ
ー
グ
レ
ッ

ト
形
式
の
橋
で
，
五
輪
橋
は

年

に
開
催
予
定
だ
っ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
イ
メ
ー
ジ
し
，
ア
ー
チ
リ

ブ
を
１
本
に
し
た
美
し
い
ア
ー
チ
橋

で
し
た
．

令
和
2
年
4
月
1
日
付
で
京
都

大
学
構
造
力
学
研
究
室
よ
り
，

林

厳
先
生
が
助
教
と
し
て
着

任
さ
れ
ま
し
た
．
林
先
生
はF

R
P

部
材
の
構
造
特
性
評
価
や
そ
の

橋
梁
部
材
へ
の
適
用
を
専
門
と

し
，
振
動
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど

の
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
す
．

設
計
か
ら
製
作
，
架
設
ま
で

を
行
う
本
競
技
は
今
回
が
11
回

目
．
市
大
10
年
の
ア
ー
チ
の
伝

統
を
受
け
継
い
だT

eam
-B

の
コ

ン
セ
プ
ト
は
“
三
密
回
避
”
開

放
感
の
あ
る
逆
ア
ー
チ
橋
は
ス

マ
イ
ル
を
描
き
出
し
ま
す
．
対

す
るT

eam
-A

リ
ー
ダ
ー
の
大
浦

は
，
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
“
急

速
施
工
”
に
な
ぞ
ら
え
，
「
速

さ
こ
そ
，
命
．
15
分
以
内
を
目

指
す
．
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

て
い
ま
す
．
3
月
の
福
井
大
学

か
ら
は
目
が
離
せ
ま
せ
ん
．

J
ap

an S
te

e
l B

rid
ge

 C
o
m

p
e
titio

n
JS

B
C

はC
O

V
ID

-

19
感
染
拡
大
に
伴
い
，
令
和
3
年
3
月
に
延
期
が
決
定
し
ま
し

た
．
本
学
か
ら
は
構
造
工
学
研
究
室
1
名
，
本
研
究
室
の
大
浦
，
岡
本
，
中
本
か
ら
構
成

さ
れ
るT

eam
-A

と
地
盤
工
学
研
究
室
1
名
，
構
造
工
学
研
究
室
2
名
，
本
研
究
室
の
藤
原
，

松
井
よ
り
成
るT

eam
-B

が
参
加
予
定
で
あ
り
，
本
番
に
向
け
て
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
ま
す
．

林
先
生
の
着
任

初
め
て
の

オ
ン
ラ
イ
ン
ゼ
ミ(

4
月
開
催)

で
行

い
ま

し
た.

こ
の

よ
う

に
昨

年
度

は
，

感
染

症
対

策
の

観
点

か
ら

オ
ン

ラ
イ

ン
で

多
く

の
ゼ

ミ
を

開
催

し
ま
し
た
．

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り,

橋
梁
研
の
新
入
生
歓
迎
会
をZ

o
o

m

銀
杏
の
会

7
月
11
日
に
，
就

職
内
定
祝
い
と
し
て
，

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
大
阪
に
て
，
山

口
先
生
，
林
先
生
，

北
見
さ
ん
，
修
士
2

年
生
の
学
生
で
鉄
板

焼
き
を
頂
き
ま
し
た
．

2
0

2
0

2
0
2

0


